
    令和元年度助成決定申請一覧表

A．博物館学芸員等の内外研修に対する助成

（敬称略）

所属機関【都道府県名】 研修施設名

役職名 研修期間

宮城県美術館
【宮城県】

ブルックリンミュージアム他

主任研究員 11/4～12

独立行政法人
国立科学博物館
【東京都】

カナダ自然史博物館他

科学系博物館
イノベーションセンター
専門員

9/19～28

飯豊町教育委員会
社会教育課
生涯学習振興室
【山形県】

カトリカ大学他

主任 2/1～10

滋賀県立陶芸の森
【滋賀県】

ミシガン大学美術館他

専門学芸員 10/10～18

公益財団法人
大和文華館
【奈良県】

韓国国立中央博物館他

学芸部係長 9/1～3/31の4日間

アポイ岳ジオパーク
ビジターセンター
【北海道】

愛媛県東赤石山他

学芸員
9/8、10/17～23、
12/10

岡山市立オリエント
美術館
【岡山県】

韓国国立慶州博物館他

副主査学芸員
①8/18～25
②～3/31に7日間

9 四角　隆二

『韓国出土ガラス容器の製作地を求めて
－展覧会開催のための事前調査」
韓国出土ガラスの製作地に関する議論は諸説
ある。古代西アジアがガラス研究に習熟した申
請者らの調査により、製作技法や製作地に関す
る情報が得られる可能性が高く、成果は日韓両
国で企画中の展覧会で一般公開される予定で
ある。

『生活に身近な鉄の製造過程における
かんらん岩の利用状況及び効能調査と、国内
のかんらん岩体の岩石標本を用いた幌満かん
らん岩体の特徴を伝える方法の検討』
様似町の山・アポイ岳をつくるかんらん岩の価値
を伝えるために、生活に身近な鉄の製造過程に
おけるかんらん岩の利用について調査する。ま
た、国内のかんらん岩体調査を行い、かんらん
岩の比較検討を行い展示や教材として利用す
る。

『アメリカ・カナダの科学系博物館に
おける先進的な経営基盤の強化方策』
科学系博物館の「資源」に着目し、経営基盤の
強化に活用している資源やその展開方法、外部
組織との連携の実例と課題、獲得した資金の活
用方法についてインタビュー調査を行い、今後
の取り組みに活かす。

『ペルー国リマ市におけるコロニアル期の窯業
製品についての研究』
ペルーのリマでコロニアル考古学の研究を進め
ているカトリカ大学リバウェア研究所、ボデガ・イ・
クアドラ博物館、サン・マルコス大学で資料調査
を実施する。また当方の調査データを提示し、
各所の研究者と議論を行う。

8 加藤　聡美

6 大槻　倫子

『アメリカの美術館における古信楽の
収集と現代陶芸への影響について』
近代以降にアメリカの美術館でコレクションされ
た焼締陶器・信楽焼とこれを契機とする米国作
家による焼締陶器の制作が展開したことについ
て、日米美術館共同で調査を行う初の取り組
み。またその研究ノウハウについて研修する。

7 瀧　朝子

『日韓における高麗時代の鏡像調査』
鏡面に仏像等が線で刻まれた鏡像は、十世紀
以降に東アジアで製作された。高麗時代の作例
が数少ない中で、対馬で発見された高麗の鏡像
を調査し、韓国の作例と比較する。また、東アジ
アにおける鏡像の伝播と仏教交流について考察
する。
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高橋　拓5

3 岩崎 誠司

2 加野　恵子

番号 研修テーマ氏　名

『アメリカにおけるヴィジブル・ストレージの取り
組みに関する調査』
アメリカの美術館におけるヴィジブル・ストレージ
（見える収蔵庫）の実地調査を通じて、収蔵と展
示の境界を越えた所蔵品公開の新しいモデル
を研究し、当館の活動に生かすことによって、開
かれた美術館の今後のあり方を提案する。


